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研究成果の概要： 
ユーラシア大陸の広大な面積に亘って話されている、トルコ語をはじめとするチュルク諸語に
ついて、ロシア語、漢語など、さまざまな言語との接触による借用現象などを中心として、広
く言語学的な記述を行なった。借用現象の普遍像については、本研究中には、本格的な研究に
までは至らなかったが、同じ地域で話されている複数の言語を対象として、借用現象の一般化
を行なうことができた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 10,400,000 3,120,000 13,520,000 

2007 年度 11,600,000 3,480,000 15,080,000 

2008 年度 10,400,000 3,120,000 13,520,000 

年度  

  年度  

総 計 32,400,000 9,720,000 42,120,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学・言語学 
キーワード：チュルク諸語、借用、固有、外来 
 
１．研究開始当初の背景 ２．研究の目的 

(1) ユーラシア大陸に広がっているチュルク

諸語を対象として、大言語である英語、ロシ

ア語、漢語（中国語）からの借用現象につい

て、普遍的、一般的に見られる特徴とは何か

を探る。 

グローバル化の中で、殆どの言語は常に他言

語との接触に晒されている。その過程で、借

用語・外来語といった語種が大量に生み出さ

れている。言語研究では、従来は固有語（そ

の言語が固有に持っていた語彙）の研究が中

心で、借用語・外来語は二次的な扱いを受け

ていた。本研究は、その借用語・外来語と借

用現象に目を向けた。 

(2) 個別言語において、借用語・外来語まで

含めた、言語体系全体の記述を行なう。 
 

  
  



３．研究の方法 
(1) 各研究者を現地に派遣し、当該言語の借

用現象についてフィールド調査を行なう。 

(2) 文献を対象として、当該言語の借用現象

を研究する。 

(3) 海外の研究者と研究交流を行なう。 

 

４．研究成果 

借用現象の普遍像については、本研究中には、

本格的な研究にまでは至らなかったが、同じ

地域で話されている複数の言語を対象とし

て、借用現象の一般化を行なうことができた。

また、個別言語について、借用現象を含め、

種々の研究成果をあげることができた。以下

に詳細を示す： 

 

(1) 満洲語（文語）と中国新疆ウイグル自治

区で話されているシベ語を対象として、外国

語地名の表記や、母音融合の表記を中心にし

た研究を進めた。その結果、従来非対称的な

形式を持っているとされてきた動詞の未完

了形の否定形（-rakû）と完了形の否定形（-hakû, 
-hekû）について、実は全く対称的で、どちら

も -akû 形であることを突き止めた。また満

洲語において、上記現象以外にも、同じ音の

連続が、固有語と借用語で異なる表記法をと

ることがあることを発見した。 
シベ語及び現代ウイグル語を対象に、漢語

からの借用語が、両言語で類似した形式で取

り込まれていることを明らかにした。具体的

には、漢語の声調をもった音節は、長母音を

もった音節として実現している。 
 
(2) 清朝初期の満洲語資料である満洲語訳の

『三國志演義』を資料にして、清朝初期の満

洲語の文法・音韻を研究した。特に、全 50
万語ほどの全資料を満漢に分けて、固有満洲

語と外来の漢語の音節構造の違いを明らか

にした。 
 
(3) ウイグル語文献研究として、スエーデン

国立民族博物館所蔵の『阿毘達磨倶舎論』お

よびロシア科学アカデミー東洋文献研究所

所蔵の『入阿毘達磨論注釈』のテキストを完

成させた。 

 
(4) トルコ系移民の人々が多く住むベルリ

ン・クロイツベルク地区において、トルコ語

とドイツ語の二言語使用者が両言語の語彙

をどのように保持しているかを明らかにし

た。 
 
(5) 東シベリアのチュルク系言語、特にドル

ガン語とヤクート語について、会話帳の作成

を母語話者等と行なった。 
 
(6) カシュカイ語の統語法の特徴を取りまと

め、チュルク語南西グループ全体の中での位

置づけを行った 
  
(7) トルコ共和国において Tatarca, Karacayca, 
Nogayca と呼ばれる言語を調査した結果、こ

れらの言語がキプチャクグループに属する

ことが明らかになった。また、カザフ語にお

いてアスペクトを表す４つの形式について、

現地コンサルタントから得た言語データを

もとに記述した結果、主体動作動詞、主体変

化動詞の動詞の意味的特徴と、アスペクトを

示す形式の組み合わせにより動作継続、結果

継続などのアスペクト的意味が決まること

を明らかにした。 
 
(8) 中期チュルク語による文献『チンギズ・

ナーマ』の本文校閲を担当し出版した。15 世

紀ごろと推定されるウイグル文字による「頌

詩」を取り上げ、テキストと註を執筆した。 
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